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万
円
に
の
ぼ
る
。
児
童
一
人
あ
た
り
に
平
均
す
る
と
、
約
四
一
万
七

千
円
、
こ
の
う
ち
、
国
は
一
〇
万
八
千
円
（
二
六
％
）
、
児
童
の
保

護
者
は
七
万
九
千
円
（
一
九
％
）
、
残
り
の
二
三
万
円
（
五
五
％
）

は
市
が
負
担
し
て
い
る
（
図
４
－
1
2
）
。

●
健
全
な
青
少
年
を
育
成

　
最
近
、
青
少
年
に
よ
る
窃
盗
、
暴
行
な
ど
の
犯
罪
が
新
聞
紙
上
に

目
立
つ
。
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
の
変
動
は
、
青
少
年
を
と
り
ま
く
生

活
環
境
に
大
き
な
変
化
を
及
ぼ
し
、
と
り
わ
け
、
受
験
競
争
に
明
け

暮
れ
る
現
代
青
少
年
の
心
情
は
、
と
み
に
複
雑
微
妙
と
な
っ
て
、
時

に
は
そ
れ
が
非
行
や
問
題
行
動
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
る
。
市
青
少

年
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
状
況
を
み
る
と
、
毎
年
の
傾
向
と

し
て
登
校
拒
否
が
一
番
多
く
、
次
い
で
家
出
・
外
泊
・
浮
浪
等
、
身

上
相
談
、
窃
盗
等
が
多
い
。

　
市
で
は
、
青
少
年
が
健
全
に
育
つ
よ
う
、
青
少
年
施
設
の
整
備
を

中
心
と
す
る
活
動
の
場
づ
く
り
、
指
導
者
の
養
成
、
学
童
保
育
な
ど

の
施
策
を
進
め
て
い
る
。
先
頃
、
青
少
年
育
成
の
た
め
、
青
少
年
と

そ
の
指
導
育
成
に
あ
た
る
者
の
研
修
の
場
と
し
て
金
沢
区
の
野
島
公

園
に
野
島
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
ま
た
、
野
外
活
動

の
場
と
し
て
、
四
七
年
に
赤
城
山
に
市
民
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
た
が
、
五
三
年
に
は
赤
城
林
間
学
園
を
開
設
し
、
さ
ら
に
南
伊

豆
に
臨
海
学
園
の
建
設
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
施
設
の
整
備
と
と
も
に
、
青
少
年
に
は
そ
の
成
長
を
暖
か
く
見
守

り
、
指
導
で
き
る
人
が
必
要
で
あ
る
。
市
で
は
四
九
年
に
青
少
年
団
体

等
の
関
係
者
と
協
力
し
て
、
全
国
で
も
例
を
み
な
い
「
社
団
法
人
横
浜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
」
を
設
立
し
た
。
翌
年
度
か
ら
指
導
者
を
養
成
し
、

派
遣
す
る
な
ど
し
て
次
第
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

心
身
障
害
者

●
増
え
る
身
体
障
害
者

　
市
内
に
何
人
ぐ
ら
い
の
障
害
者
が
い
る
の
か
、
そ
の
正
確
な
数
を

把
む
の
は
な
か
な
か
難
し
い
が
、
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
手
帳

制
度
が
か
な
り
行
き
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
交
付
数
で
お
お
よ

そ
の
数
は
把
め
る
。
そ
の
数
は
、
五
二
年
度
末
で
三
万
人
強
で
、
こ

の
四
年
間
に
八
、
四
〇
〇
人
、
三
八
％
ほ
ど
増
え
て
い
る
。
新
規
に

発
行
さ
れ
る
身
体
障
害
者
手
帳
は
、
毎
年
二
千
件
も
あ
り
、
こ
れ
は

年
を
追
っ
て
増
え
て
い
る
。
五
二
年
度
は
二
、
五
三
八
人
が
手
帳
を

受
け
た
が
、
こ
の
う
ち
、
病
気
が
原
因
で
障
害
者
に
な
っ
た
人
は
八

割
に
も
な
る
。
近
年
で
は
脳
血
管
障
害
等
の
い
わ
ゆ
る
成
人
病
・
老

人
病
と
い
わ
れ
る
も
の
が
多
く
、
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
次
い



で
業
務
上
の
災
害
、
先
天
的
障
害
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
交
通
事

故
に
よ
る
も
の
も
三
％
ほ
ど
あ
る
。
ま
た
、
障
害
の
種
類
は
、
手
足

や
体
幹
の
機
能
障
害
（
肢
体
不
自
由
）
が
六
割
強
で
最
も
多
い
（
図

４
－
1
3
）
。

　
精
神
薄
弱
者
に
つ
い
て
も
療
育
手
帳
の
制
度
が
あ
り
、
市
で
も
五

一
年
三
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
五
三
年
度
末
で
四
百
件
余
り
の

交
付
数
で
あ
り
、
こ
の
正
確
な
数
を
把
む
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、

厚
生
省
が
公
表
し
て
い
る
推
定
出
現
率
を
用
い
て
推
計
す
る
と
、
一

万
三
千
人
程
度
と
見
込
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
内
の
心
身
障
害

図4―13　身体障害者手帳の交付状況8
2
　
市
民
の
生
活

者
の
数
は
、
お
お
よ
そ
四
万
三
千
人
と
推
計
さ
れ
る
。

●
早
期
療
育
と
社
会
参
加
に
重
点

　
福
祉
施
設
に
入
所
ま
た
は
通
所
し
て
い
る
障
害
者
は
、
児
童
・
成

人
あ
わ
せ
て
約
一
、
五
〇
〇
人
で
、
こ
の
四
年
間
に
一
六
％
ほ
ど
増

え
て
い
る
（
図
4
l
1
4
）
。
児
童
に
つ
い
て
は
、
養
護
学
校
や
特
殊

学
級
な
ど
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
及
び
障
害
児
を
地
域
社
会
で
受

け
と
め
よ
う
と
い
う
い
わ
ゆ
る
地
域
福
祉
指
向
の
た
か
ま
り
も
あ
っ

て
、
福
祉
施
設
の
入
所
者
は
僅
か
な
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
成

人
は
四
八
年
度
に
比
べ
て
二
五
％
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。
五
四
年
四

月
か
ら
養
護
学
校
教
育
の
義
務
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、
障
害
児
の
全
員

就
学
が
実
現
す
る
が
、
こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
施
設
も
こ

れ
に
対
応
し
た
新
し
い
役
割
が
期
待
さ
れ
よ
う
。
例
え
ば
、
六
歳
か

ら
一
五
歳
な
い
し
は
一
八
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
学
齢
児
に
つ
い
て
は
、

学
校
で
の
指
導
・
訓
練
が
中
心
と
な
る
の
で
、
福
祉
施
設
は
主
に
幼

児
と
成
人
を
対
象
と
し
た
も
の
に
重
点
が
移
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
障
害
を
で
き
る
限
り
軽
度
に
と
ど
め
、
よ
り
よ
く
克
服
し
て
い
く

た
め
に
は
、
障
害
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
・
訓
練
へ
と
結
び
つ
け

る
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
。
市
内
に
は
、
こ
れ
ら
幼
児
を
対

象
と
し
た
通
園
施
設
が
六
か
所
（
精
神
薄
弱
二
か
所
、
身
体
障
害
四
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か
所
）
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
五
一
人
の
障
害
児
が
通
園
し
て
い
る

が
、
五
四
年
秋
に
、
も
う
一
か
所
精
神
薄
弱
児
の
通
園
施
設
が
開
所

す
る
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
家
庭
の
近
く
で
専
門
的
な
訓
練
や
集
団

指
導
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
障
害
児
の
親
の
会
な
ど
が
自
主
的
に
行

う
地
域
訓
練
会
の
助
成
や
保
育
園
で
の
障
害
児
保
育
へ
の
助
成
を
実

施
し
て
い
る
。

　
一
方
、
義
務
教
育
終
了
後
の
障
害
者
の
福
祉
対
策
と
し
て
は
、
生

活
の
自
立
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
中
で
も
就
業
の
場
を
求
め
る
障

害
者
の
要
望
が
強
い
。
五
一
年
十
月
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
が

図4－14　障害児(者)の施設入所数

改
正
さ
れ
、
官
公
庁
や
民
間
企
業
で
の
障
害
者
の
雇
用
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
。
し
か
し
、
雇
用
者
側
の
障
害
者
に
対
す
る
理
解
の
問
題
や

経
済
不
況
が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
特
に
民
間
企
業
の

雇
用
状
況
は
思
わ
し
く
な
い
。
神
奈
川
県
労
働
部
が
ま
と
め
た
五
三

年
六
月
一
日
現
在
の
県
内
の
雇
用
状
況
は
、
民
間
企
業
五
、
一
四
八

人
、
官
公
庁
一
、
二
五
四
人
で
あ
る
。
障
害
者
一
人
以
上
の
雇
用
を

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
民
間
企
業
一
、
三
一
一
か
所
の
う
ら
、
雇
用

表4－14　県内の身体障害者雇用状況

率
を
達
成
し
た
企
業

は
五
四
％
で
、
や
っ

と
半
数
を
超
え
た
程

度
で
あ
り
、
し
か
も

軽
度
の
障
害
者
に
限

ら
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
今
後
の

企
業
の
一
層
の
理
解

と
行
政
の
強
い
指
導

が
必
要
で
あ
る
（
表

４
－
1
4
）
。

　
こ
の
よ
う
な
障
害

者
の
た
め
に
、
市
で



は
地
域
に
授
産
所
を
整
備
し
て
き
た
。
五
三
年
三
月
現
在
で
、
四
か

所
が
開
設
し
て
お
り
、
九
五
人
の
障
害
者
が
通
所
し
て
い
る
。
ま

た
、
親
の
会
な
ど
が
各
地
域
で
運
営
し
て
い
る
地
域
作
業
所
を
援
助

す
る
た
め
、
運
営
費
や
建
設
費
の
助
成
を
は
じ
め
た
。

●
望
ま
れ
る
年
金
の
充
実

　
障
害
者
や
そ
の
家
族
の
く
ら
し
を
少
し
で
も
安
定
し
た
も
の
と
す

る
た
め
に
は
、
年
金
等
の
経
済
的
な
援
護
も
欠
か
せ
な
い
。
現
在
、

国
民
年
金
法
で
定
め
る
障
害
年
金
や
障
害
福
祉
年
金
の
ほ
か
福
祉
手

当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
が
、
市
で
も

単
独
で
在
宅
心
身
障
害
者
手
当
を
支
給
し
て
お
り
、
五
二
年
度
は
一

万
二
、
三
一
八
人
に
支
給
し
た
。
年
金
制
度
の
現
状
は
十
分
な
も
の

と
は
い
え
な
い
が
、
市
単
独
で
こ
れ
を
拡
充
す
る
こ
と
は
財
政
的
に

も
困
難
で
あ
り
、
国
に
対
し
て
改
善
を
要
望
し
て
い
る
（
表
4
l

1
5
）
。

　
ま
た
、
重
度
障
害
者
が
容
易
に
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
四

八
年
七
月
か
ら
医
療
費
の
援
助
を
し
て
い
る
。
対
象
者
数
も
年
々
増

え
て
、
五
二
年
度
で
は
二
、
三
〇
〇
人
強
と
な
り
、
年
間
一
人
あ
た

り
が
約
八
回
受
診
し
た
。
老
人
医
療
に
比
べ
る
と
受
診
回
数
は
半
分

で
少
な
い
が
、
一
回
あ
た
り
の
援
助
額
は
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。

8
4
　
市
民
の
生
活

表4－15　障害者の年金・手当受給状況　
身
体
障
害
者
な
ど
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
人
々
が
活
動
し

や
す
い
都
市
と
す
る
た
め
、
四
八
年
度
か
ら
歩
車
道
の
段
差
の
切
り

下
げ
、
建
物
出
入
口
の
自
動
ド
ア
化
、
身
障
者
用
便
所
の
設
置
等
を
行

っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
五
二
年
度
か
ら
は
、
「
福
祉
の
都
市
環
境
づ

く
り
推
進
指
針
」
を
定
め
、
民
間
施
設
を
含
め
た
公
共
的
な
施
設
に

つ
い
て
も
整
備
改
善
が
な
さ
れ
る
よ
う
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
以
上
、
お
も
な
施
策
を
述
べ
た
が
、
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
サ

ー
ビ
ス
は
、
生
活
の
全
域
に
わ
た
っ
て
幅
広
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
を
障
害
者
の
生
活
段
階
に
沿
っ
て
体
系
化
し
て
い
く
こ
と
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が
、
今
後
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
担

当
す
る
行
政
機
関
も
民
生
、
衛
生
、
教
育
、
労
働
等
の
各
分
野
に
ま

た
が
る
た
め
、
市
で
は
心
身
障
害
者
対
策
協
議
会
を
設
置
し
て
相
互

の
連
絡
調
整
を
は
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
よ
り
緊
密
な
も
の
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
障
害
を
も
つ
市
民
が
一
般
市
民
と
と
も
に
生
活
で

き
る
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
、
行
政
施
策
の
拡
充
に
一
層
の
努
力

が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
地
域
に
お
け
る
市
民
の
積
極
的
な
参
加

と
協
力
を
え
て
、
豊
か
な
福
祉
の
風
土
と
し
て
結
実
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

健
康

●
九
人
に
一
人
が
病
気

　
市
民
の
八
・
七
人
に
一
人
は
何
ら
か
の
病
気
を
も
ち
、
相
変
ら
ず

風
邪
、
高
血
圧
、
胃
腸
病
等
の
い
わ
ゆ
る
″
三
大
国
民
病
″
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
五
二
年
一
〇
月
に
実
施
し
た
健
康
調
査
に

お
け
る
市
民
の
健
康
状
態
で
あ
る
。

　
市
民
の
有
病
率
は
、
人
口
千
人
当
た
り
一
一
五
・
三
で
、
こ
れ
は

県
内
平
均
（
一
〇
九
・
四
）
を
上
ま
わ
る
が
、
十
大
都
市
平
均
（
一

一
七
・
二
）
よ
り
や
や
低
く
、
ほ
ぼ
全
国
並
み
（
一
一
五
・
七
）
と

い
え
る
（
図
４
－
1
5
）
。
病
気
別
で
は
、
風
邪
な
ど
の
呼
吸
器
系
疾

患
が
一
番
多
く
、
次
い
で
高
血
圧
な
ど
の
循
環
器
系
疾
患
、
三
位
が

消
化
器
系
疾
患
で
、
こ
の
三
疾
患
で
全
体
の
六
七
％
を
占
め
て
い
る

　
（
図
4
l
1
6
）
。
全
国
平
均
で
は
循
環
器
系
疾
患
が
、
十
大
都
市
平

均
で
は
呼
吸
器
系
疾
患
が
一
位
で
あ
る
こ
と
を
み
る
と
、
本
市
の
疾

病
構
造
は
、
都
市
型
の
特
徴
を
は
っ
き
り
と
表
わ
し
て
い
る
。
年
齢

別
で
は
、
や
は
り
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
一
番
高
く
、
三
人
に
一

人
が
病
気
を
し
て
い
る
。
次
い
で
四
五
～
六
四
歳
の
壮
年
層
、
○
～

図1―15　市民の有病率




